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て
、
第
７
次
空
港
整
備
七
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
大
都
市
圏
の

空
港
整
備
を
優
先
事
項
と
し
、「
中
部
圏
に
お
け
る
新
た
な
拠
点

空
港
の
構
想
に
つ
い
て
、
定
期
航
空
路
線
の
一
元
化
を
前
提
に
、
関

係
者
が
連
携
し
て
、
総
合
的
な
調
査
検
討
を
進
め
早
期
に
結
論
を

得
た
上
、
そ
の
事
業
の
推
進
を
図
る
」と
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

平
成
９
年
12
月
24
日
の
大
蔵
大
臣（
当
時
）と
運
輸
大
臣（
当
時
）

と
の
合
意
に
よ
り
、
平
成
10
年
度
政
府
予
算
案
に
お
い
て
中
部
国

際
空
港
の
新
規
事
業
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

臣
間
合
意
の
主
な
内
容
は
、
①
平
成
10
年
度
予
算
に
お
い
て
、
中

部
圏
の
新
た
な
拠
点
空
港
と
し
て
中
部
国
際
空
港
の
整
備
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
、
所
要
の
実
施
設
計
調
査
費
を
計
上
す
る
②
事
業

主
体
は
、
民
間
が
出
資
金
の
50
％
を
拠
出
す
る
株
式
会
社
と
し
、

法
律
に
基
づ
き
、
運
輸
大
臣
が
空
港
の
設
置
・
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
③
総
事
業
費
は
７
６
８
０
億
円
を
限
度
と
す
る
④
名
古
屋

空
港
に
お
け
る
国
内
・
国
際
定
期
航
空
路
線
に
つ
い
て
は
、
中
部
国

際
空
港
の
開
港
時
に
同
空
港
へ
一
元
化
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

国
の
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し
い
中
、
民
間
の
資
金
や
経
営

能
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
港
の
迅
速
な
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
平
成
９
年
11
月
の
第
二
次
緊
急

国
民
経
済
対
策
に
お
い
て
、「
中
部
国
際
空
港
に
つ
い
て
は
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
も
活
用
し
つ
つ
、
そ
の
整
備
を
推
進
す
る
」
と
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
申
請
に
基
づ
き
運
輸
大
臣
が
指
定
し
た
民

間
の
株
式
会
社
を
空
港
の
設
置
・
管
理
主
体
と
す
る
こ
と
と
な

っ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
中
部
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
（
平
成
10
年
４
月
１
日
施
行
）」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
法
は
、
中
部
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理
を
効
率
的
に
行
う

た
め
の
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
航
空
輸
送
の
円
滑
化
を

図
り
、
も
っ
て
航
空
の
総
合
的
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
中
部
国
際
空
港
を
第
１
種

空
港
と
位
置
付
け
る
②
運
輸
大
臣
は
、
中
部
国
際
空
港
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
計
画
を
定
め
る
③
運
輸
大
臣
は
、
基

本
計
画
に
適
合
し
た
中
部
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
事
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
を
、

そ
の
申
請
に
よ
り
中
部
国
際
空
港
の
設
置
及
び
管
理
を
行
う
者

中
部
国
際
空
港
は
、
成
田
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
と
と

も
に
国
際
航
空
路
線
に
必
要
な
飛
行
場
と
し
て
空
港
整
備
法
上

の
第
１
種
空
港
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
長
さ
３
５
０
０
ｍ
、

幅
60
ｍ
の
滑
走
路
を
有
す
る
24
時
間
運
用
可
能
な
国
際
空
港
で

す
。
名
古
屋
の
市
街
地
か
ら
南
へ
約
35
km
、
常
滑
市
の
沖
合
約

１
・
５
km
の
海
上
に
位
置
し
て
お
り
、
名
古
屋
か
ら
鉄
道
で
最

速
28
分
、
自
動
車
で
も
約
40
分
、
ま
た
60
km
圏
内
の
主
要
都
市

か
ら
も
概
ね
１
時
間
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
。
空
港
島
の
面
積
は

５
８
０
ha
で
、
そ
の
う
ち
４
７
０
ha
が
空
港
用
地
、
残
り
の
１
１
０

ha
が
愛
知
県
の
地
域
開
発
用
地
で
す
。

中
部
国
際
空
港
が
開
港
す
る
ま
で
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
設

置
・
管
理
す
る
第
２
種
空
港
（
主
要
な
国
内
航
空
路
線
に
必
要

な
飛
行
場
）
で
あ
っ
た
名
古
屋
空
港
（
愛
知
県
西
春
日
井
郡
豊

山
町
）
が
中
部
圏
の
玄
関
口
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
名
古
屋
空
港
は
市
街
地
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

空
港
拡
張
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
周
辺
地
域
へ
の
航

空
機
騒
音
の
影
響
か
ら
利
用
時
間
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
た

た
め
、
中
部
圏
の
旺
盛
な
航
空
需
要
に
十
分
に
応
じ
き
れ
て
い

な
い
状
況
で
し
た
。
実
際
、
中
部
圏
の
航
空
貨
物
の
名
古
屋
空
港

利
用
率
を
み
る
と
、
全
国
の
約
21
％
を
占
め
る
中
部
圏
を
生
産
地

と
す
る
輸
出
の
う
ち
、
名
古
屋
空
港
か
ら
輸
出
さ
れ
る
割
合
は
わ

中
部
国
際
空
港
の
概
要

航
空
局

飛
行
場
部
関
西
国
際
空
港
・
中
部
国
際
空
港
監
理
官
室

ず
か
約
14
％
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
輸
入
に
つ
い
て
も
、
全
国
の
約

12
％
を
占
め
る
中
部
圏
を
消
費
地
と
す
る
輸
入
の
う
ち
、
名
古
屋

空
港
か
ら
輸
入
さ
れ
る
割
合
は
約
27
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

名
古
屋
空
港
は
21
世
紀
初
頭
に
は
離
着
陸
回
数
が
処
理
能
力

の
限
界
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
早
く
か
ら
予
測
さ
れ
て
お
り
、

中
部
圏
に
お
け
る
新
国
際
空
港
の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

第
６
次
空
港
整
備
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
、「
中
部
新
国
際
空
港

構
想
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
お
け
る
航
空
需
要
を
考
慮
し
つ
つ
、
現

空
港
と
の
関
係
を
含
め
た
整
備
の
内
容
、
採
算
性
と
費
用
負
担
、

空
域
、ア
ク
セ
ス
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
地
域
の
創
意
工
夫
を
反
映

さ
せ
つ
つ
、
関
係
者
が
連
携
し
て
総
合
的
な
調
査
を
進
め
る
」と
さ

れ
、
新
空
港
が
調
査
実
施
空
港
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

国際拠点空港の概要

【出典】輸送実績：空港管理状況調書
※就航便数は定期便の往復ベースである。（国際線については毎日運航していない路線が少なくないので週間便数で表示）

名
古
屋
空
港

新
空
港
の
整
備
へ

民
間
会
社
に
よ
る
整
備
・
運
営
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て
中
部
会
社
は
同
年

８
月
か
ら
現
地
護
岸

工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
空
港
の
整
備
は

そ
の
後
順
調
に
進

み
、
13
年
３
月
に
空

港
島
護
岸
が
概
成
、

次
い
で
空
港
島
の
埋

立
工
事
に
着
手
し
、

15
年
２
月
に
概
成
し

ま
し
た
。

施
設
整
備
に
つ
い

て
も
15
年
８
月
に
管

制
塔
が
竣
工
、
16
年

３
月
、
滑
走
路
、
誘

導
路
な
ど
が
概
成
、
飛
行
検
査
な
ど
を
経
て
同
年
９
月
に
は
中
部

会
社
に
対
し
て
飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
工
事
完
成
検
査
の

合
格
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
16
年
10
月
に
は
旅
客
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
竣
工
式
典
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
16
年
11
月
25
日
に
は
中
部
国
際
空
港
の
開
港

日
を
平
成
17
年
２
月
17
日
と
正
式
に
決
定
し
た
旨
告
示
を
行
い

ま
し
た
。
17
年
１
月
20
日
に
は
航
空
管
制
業
務
が
開
始
さ
れ
、

29
・
30
日
に
は
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
・
道
路
が
相
次
い
で
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

開
港
前
日
の
平
成
17
年
２
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
は
名

古
屋
空
港
か
ら
中
部
国
際
空
港
へ
の
Ｇ
Ｓ
Ｅ
車
両
及
び
航
空
機

の
引
っ
越
し
が
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
無
事
行
わ
れ
、
晴
れ
て
開
港
を
迎
え
ま
し
た
。

な
お
、
名
古
屋
空
港
は
、
中
部
国
際
空
港
の
開
港
し
た
２
月

17
日
を
も
っ
て
、
国
が
設
置
・
管
理
す
る
第
２
種
空
港
と
し
て

の
供
用
が
廃
止
さ
れ
、
小
型
機
、
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
機
、
自
衛
隊

機
な
ど
が
使
用
す
る
公
共
用
飛
行
場
と
し
て
愛
知
県
が
設
置
・

管
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
３
月
25
日
に
は
、
期
間
中
延
べ
１
５
０
０
万
人
の
入
場

者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
愛
知
万
博
が
開
幕
し
、
中
部
国
際
空
港

特集■開港！中部国際空港

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
④
指
定
会
社
に
対
し
て
、
国

は
出
資
、
債
務
保
証
等
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
⑤
指
定
会
社
は

株
式
会
社
で
あ
る
も
の
の
、
第
１
種
空
港
の
機
能
を
担
保
す
る

と
と
も
に
、
支
援
の
受
け
皿
と
し
て
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す

る
た
め
、
国
は
必
要
な
監
督
を
行
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
10
年
７
月
１
日
、
同
法
に
基
づ
き
、
運
輸
大
臣
は
同
年

５
月
１
日
に
商
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
中
部
国
際

空
港
株
式
会
社
（
以
下
「
中
部
会
社
」）
を
空
港
の
設
置
・
管
理

主
体
と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
前
述
の
大
臣
間
合
意
に

お
い
て
、
中
部
会
社
に
対
す
る
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間

の
出
資
割
合
に
つ
い
て
は
、
中
部
国
際
空
港
が
我
が
国
の
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
な
る
空
港
で
あ
り
、
そ
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
国
に
よ
る
財
政
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
一
方
、
同

事
業
は
民
間
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
国
が
40
％
、
地
方
公
共
団
体
が
10
％
、
そ
し
て

民
間
が
50
％
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
空
港
の
整
備
・
運
営
は
、

極
め
て
公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
っ
て
、
国
及
び
地
方
が
そ
の

適
正
な
負
担
に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
関
与
、
支
援
し
つ
つ
推
進

す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
無
利
子
資
金
は
総
事

業
費
の
40
％
と
さ
れ
、
そ
の
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
の

負
担
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
４
・
１
・
１
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
７
月
19
日
に
は
、
運
輸
大
臣
は
中
部
国
際
空
港
等

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
計
画
を
公
示
し
ま
し
た
。
こ

の
基
本
計
画
に
お
い
て
、
中
部
国
際
空
港
を
長
さ
３
５
０
０
ｍ

の
滑
走
路
１
本
、
面
積
約
４
７
０
ha
の
敷
地
を
有
す
る
24
時
間

運
用
可
能
な
空
港
と
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

中
部
会
社
は
、
空
港
建
設
に
関
す
る
実
施
設
計
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
愛
知
県
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
や
漁
業

補
償
交
渉
な
ど
を
進
め
、
平
成
11
年
８
月
に
は
運
輸
大
臣
に
対

し
て
飛
行
場
設
置
許
可
の
申
請
を
、
愛
知
県
知
事
に
対
し
て
公

有
水
面
埋
立
免
許
の
出
願
を
行
い
ま
し
た
。
中
部
国
際
空
港
の

設
置
に
係
る
公
聴
会
（
11
年
12
月
）
な
ど
を
行
っ
た
後
、
12
年

４
月
、
運
輸
大
臣
は
中
部
会
社
に
対
し
て
飛
行
場
の
設
置
許
可

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
６
月
に
は
愛
知
県
知
事
か
ら
中

部
会
社
に
対
し
公
有
水
面
埋
立
免
許
が
出
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

は
愛
知
万
博
の
空
の
玄
関
口
と
し
て
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
旅

客
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
国
を
挙
げ
て
実
施
し

て
い
る
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
と
連
携

し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
２
０
１
０
年
ま
で
に
１
０
０
０
万

人
に
倍
増
さ
せ
る
と
い
う
目
標
の
達
成
を
は
じ
め
と
し
た
観
光

立
国
の
実
現
に
向
け
て
、
中
部
国
際
空
港
は
重
要
な
役
割
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
部
圏
の
経
済
規
模
は
、
イ
タ
リ
ア
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
世

界
の
主
要
国
と
肩
を
並
べ
る
規
模
を
誇
り
、
航
空
旅
客
、
貨
物
と
も

に
高
い
潜
在
需
要
を
有
し
て
い
ま
す
。
中
部
国
際
空
港
は
、
そ
の
よ

う
な
三
大
都
市
圏
の
一
つ
で
あ
る
中
部
圏
の
航
空
需
要
に
対
応
で

き
る
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
、
成
田
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港

と
と
も
に
、
我
が
国
が
世
界
の
中
で
、
と
り
わ
け
急
速
に
大
規
模
な

空
港
整
備
が
進
ん
で
い
る
ア
ジ
ア
の
中
で
確
固
た
る
地
位
を
維
持
・

強
化
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
、
我
が
国
の
経
済
・
社

会
活
動
を
支
え
、
国
際
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

中部国際空港旅客ターミナルビル

開
港
へ
向
け
た
取
組
み

中
部
国
際
空
港
の
役
割




